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展示

　常設展示では、基本テーマを｢瀬戸内海に育まれた高松の人々と暮らし｣とし、高松の原始から現代にいたる
までの歴史と文化の変遷を通観できるようにしている。高松のすばらしさを知り、理解を深めてもらうのが
目的である。
　展示手法としては、各時代における特徴的な事象をテーマにすえ、実物資料・レプリカ・模型の展示だけで
なく、映像資料・グラフィック等も駆使して、観覧者の知的要求に応じられるように特色ある展示構成を
図っている。
　また、別室のプレイミュージアム ( 学習室 ) では、パソコンなどを使って、高松の歴史や文化の情報を楽し
みながら学べるよう工夫している。
　なお、展示資料は、新収蔵資料による展示替えや資料の保存を考慮して随時入れ替えを行っている。

1 　常設展
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常設展示室

高松平野の成立

稲作の発展と高松

石清尾山古墳群

仏教文化と高松

原
始
・
古
代

源平合戦と屋島

武士の活躍と高松

近
　
世 讃岐三白と交通

城下町高松の発展

町人文化と高松

・ 高松最初の人類

・ 花開く仏教文化

・ 稲作前史
・ 稲作のムラ

・ 高松の古墳文化
・ 古代の国際交流

・ 高松平野の奈良時代

・ 屋島合戦

・ 荘園と農民
・ 讃岐国守護細川氏
・ 戦国武将

・ 讃岐三白
・ 港町高松
・ 街道と海運

・ 高松城築城
・香東川と栗林荘
・ 高松城主松平家

・ 高松の教育
・ 町人文化と暮らし

サブテーマテーマ

プ
ロ
ロ
ー
グ

海を渡る

サブテーマテーマ

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

・ 文明開化の時代
・高松市の誕生

・市民の生活
・ 連絡船の時代

近代都市高松の発展

高松空襲

高松訪ね歩記

・ 戦時体制
・高松の戦災

近
・
現
代

高松歴史ニュース総覧映像

海を渡るプロローグ

映像資料
映像資料名映像種類等

詳細映像 ［原始・古代］

石清尾山古墳群

高松平野の姿
旧石器時代の生活
縄文時代の生活
稲作のムラ

積石塚古墳と盛土古墳
条里のムラを歩く

［中世］
兵庫北関入船納帳にみる交易
戦国の世の高松 ― 悲劇の城 喜岡城

中
　
世

・高松の上水道
・城下の賑わい



展示

プロローグ

ミニシアター

高松空襲

近代都市高松の発展

シンボル展示
（飛龍丸）

町人文化
と高松

城下町高松
の発展

讃岐三白
と交通

武士の活躍
と高松

高松平野の成立

石清尾山
古墳群

仏教文化と高松

源平合戦と屋島
入口

出口

… 映像資料

稲作の発展
と高松

常設展示室 プレイミュージアム
（学習室）

パズル

Q＆A
データベース
検索

高松市内の伝説

ビデオ

高松市の指定文化財
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映像資料名映像種類等

詳細映像

［近代・現代］
文明開化の先駆者「川崎舎竹郎」

大正デモクラシーと伏石事件

高松砂漠

［近世］
再現された飛龍丸

城下町の賑わい

木村黙老と「聞ままの記」

高松城下町の変遷
・塩田風景
・丸亀町筋と常磐橋
・石清尾八幡神社
・寺町筋
・東浜舟入と内町五町

・城下の井戸
・高松藩の藩船
・本丸と天守閣

ミニシアター

「高松訪ね歩記」

・塩江美術館を行く　
・女木島を行く
・庵治石を訪ねて　　
・中央球場を訪ねて　
・盆栽を訪ねて　　　
・ガソリンカーを訪ねて
・庵治・純愛の聖地を訪ねて
・石清尾山古墳群を訪ねて
・ため池と伝説を訪ねて～三郎池・平池編～
・柴野栗山を訪ねて　
・御厩焼を訪ねて　
・遍路道を訪ねて　　　
・屋島を訪ねて　　　
・香川漆器を訪ねて　
・男木島を訪ねて
・町並みを訪ねて～仏生山・香西編～
・高松港周辺を訪ねて
・香東川を訪ねて　　
・披雲閣を訪ねて
・菊池寛を訪ねて　　
・五色台を訪ねて
・西浜を訪ねて　　　
・保多織を訪ねて
・丸亀町を訪ねて

源平屋島合戦ファンタビュー

プレイミュージアム（学習室）
映像資料名コーナー

ビデオ ・水の武術「水任流泳法」

・高松市の伝統工芸
　～玉楮象谷と美しき漆芸の世界～

・高松市の文化財Ⅰ

・へんろ道を歩く

・平家伝説を訪ねて
　～悲劇の落人たち～

・忘れかけた手作り遊び
　～親子のふれあい～

・高松の祭礼

・失われゆくふるさとの手仕事
　～日傘と紙すき～

・高松市の文化財Ⅱ
　～仏像彫刻の世界～

・古代との対話
　～高松平野の遺跡発掘～

・失われつつある手仕事「炭焼き」

・讃岐が誇る文人画家「長町竹石」

・古代の瓦～瓦が解き明かす歴史～

・古代の城～屋島に刻まれた歴史～

・たかまつのれきしクイズ
・おやこでたのしむ香川の民話
・高松の古い絵葉書コレクション

Q＆A

高松市ウェブミュージアムデータベース検索

高松市の指定文化財
高松市内の伝説

パズル（高松市の地図）

… ディスプレイ



　当館は毎年度、核となる事業として企画展を 3 回開催している。平成 24 年度は「高松平野の災害史」、

「久保桑閑とその時代」、「兵たちの物語」において讃岐にゆかりが深い人物や出来事をテーマとした内容で

展示紹介した。毎回の開催にあたり、下記から後援をいただいた。

朝日新聞高松総局・RSK 山陽放送・RNC西日本放送・NHK高松放送局・OHK岡山放送・KSB 瀬戸内海放送・

産経新聞社高松支局・四国新聞社・TSC テレビせとうち・毎日新聞高松支局・読売新聞高松総局
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展示
2 　企画展

主な展示資料 

・友安盛員『讃岐国大日記』　当館蔵

・寂本（筆）『四国霊場記　讃州下』　当館蔵

・梶原藍水『讃岐国名勝図会　三木郡』　当館蔵

・『御用留(新湊町鳥屋御用留)』　当館蔵

・昭和62年（1987）台風１９号被害写真　当館蔵

関連イベント

■講演会
・「地震考古学から見た21世紀の巨大地震 ～来るべき南海地震を考える～」
　（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　4月22日（日）午後1時30分～／講師：寒川旭（地震考古学者）／参加者115人
・「高松を襲った地震と台風」（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　4月28日（土）午後1時30分～／講師：長谷川修一（香川大学工学部教授） 
    ／参加者90人
・「巨大地震災害への備え ～個人で、家庭で、地域でできること～」
　（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　5月20日（日）午後1時30分～／講師：白木渡（香川大学工学部教授）
　／参加者80人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜・祝日午前10時～／展覧会担当者および歴史資料館サポーター
　／計11回／参加者延べ60人

　平成23年（2011）、日本列島は東日本大震災をはじめ大規模な自然災害
に相次いでみまわれた。
このことを受けて、被災地の一刻も早い復興を願いながら、私たちの住む
高松市も来たるべき災害に備える必要がある。
 本展では、災害を身近な出来事としてイメージできるとともに、将来の災害
を予測して対策を講じるための一助となるため、当館の収蔵品等により高松
市の地震と水害を中心とした災害資料を展示した。

第60回企画展
高松平野の災害史
　　―地震と水害の歴史に学ぶ防災―

会　　期 平成24年4月21日～6月3日（38日間）

観覧者数 1,177人（うち有料観覧者数257人）

▲ 展示風景

▲ 「地震考古学から見た21世紀の巨大地震
　　～来るべき南海地震を考える～」

印刷物
・  ポスター（A2）

・  チラシ（A4）

▲ ポスター

つわものく ぼ そうかん



えいふう がふうりゅう

▲ 展示風景

▲ 「わが故郷　わが学問」

印刷物
・  ポスター（B2）

・  チラシ（A4）

・  図録（A4縦・48頁）

展示
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主な展示資料 

・菊池五山『三行書』　当館蔵　

・後藤芝山（編）『新刻改正　論語　後藤点』　当館蔵

・江戸時代の医療器具と収納箱　個人蔵

・藤澤南岳『城山先生肖像』　香南歴史民俗郷土館蔵

・鈴木芙蓉（画）・柴野栗山（賛）『富士山の図』　栗山記念館蔵

関連イベント

■講演会
・「わが故郷　わが学問」（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　9月15日（土）午前10時30分～／講師：久保正彰（日本学士院長・東京大学
  名誉教授・古高松久保家十代当主）／参加者80人
・「讃岐の医学と蘭学」（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　9月16日（日）午後1時30分～／講師：西岡幹夫（香川大学医学部名誉教授）
　／参加者73人
・歴史資料館友の会〈讃岐村塾〉「柴野栗山とその交友関係」
　（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　10月27日（土）午後1時30分～／講師：小川太一郎（公益財団法人栗山顕彰会
　代表理事）／参加者50人
・「久保桑閑とその時代―近代日本の原点―」
   （サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
  10月28日（日）午後1時30分～／講師：田山泰三（英明高等学校教諭）   
  ／参加者70人

■吟詠会（企画展示室）
・「吟詠で鑑賞する讃岐人の漢詩」
　9月17日（月・祝）午後1時30分～／講師：大森英風（臥風流吟詠会本部総範
　財団少壮吟士）／参加者28人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時30分～／展覧会担当者および歴史資料館サポーター
　／計7回／参加者延べ71人

　久保桑閑は、宝永7年（1710）に古高松に生まれた。医術を修め、若き日の
平賀源内を伴って、讃岐からは初となる長崎遊学も果たした。

　高松松平家の奥医師となった息子、方堅をはじめ一族からは有能な医者

が続出するも、自らは仕官を好まず野にあって花鳥風月に親しんだ。後藤芝山、

柴野栗山、菊池武賢（黄山）、青葉士弘ら当代を代表する儒学者たちと交わり、
彼らの庇護者となったことでも知られる。
　本展では、久保桑閑と彼をとりまく儒学者、蘭学者を取り上げ、18世紀
高松藩の学問と医学を概観した。

第61回企画展 会　　期 平成24年9月15日～10月28日（38日間）

観覧者数 1,814人（うち有料観覧者数220人）

▲ 図録

▲ ポスター

ごとうしざん

しばのりつざん きくち ぶけん こうざん

ほうけん

あおば しこう

く ぼ そうかん
サンクリスタル高松開館 20 周年記念

久保桑閑とその時代

　



　平安時代末期、天皇や貴族中心の社会の中から、彼らの警護役であった
武士が力をつけるようになり、その中で平清盛率いる平家一門が権力を掌
握し、最初の武家政権を確立した。これに不満をもった源氏勢力が、平氏に
戦いを仕掛けて始まったのが“源平合戦”である。この戦いは、東西さまざま
な場所へと舞台を移し、兵たちが壮絶な戦いを繰り広げた。そして平家は
滅亡し、時代は貴族社会から武家社会へと移り変わることとなったのである。
　この戦いの様子は「平家物語」などの物語になり、絵画、謡曲などの主題
として多く用いられた。そして、兵たちが織りなす戦模様、悲哀・忠義のエピ
ソード、またそこから派生した様々な物語は、庶民の間で人気を博し、のち
に語り継がれることとなった。
　源平合戦にゆかりの深い讃岐の地。特に高松市は、屋島の戦いが行わ
れた古戦場として知られ、佐藤継信の討死、那須与一の扇の的、義経の
弓流し等、戦いにちなんだ場所が多く残されている。
このようなことから、当館では開館当初より源平合戦に関する資料の収集
に努めてきた。
　本展では、源平合戦の世界の魅力をより一層身近に感じてもらう良い機
会であり、当館収蔵の絵画や書籍を展示し、それにまつわるエピソードや
兵たちの物語を紹介した。

展示
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主な展示資料 

・歌川国芳『讃岐院眷属をして為朝をすくふ図』　当館蔵

・狩野休圓『那須与一 扇の的図』　当館蔵

・英一蝶『牛若丸図』　当館蔵

・橋本周延『屋島の役』　当館蔵

・歌川国芳『大物之浦海底之図』　当館蔵

・作者不詳『源平合戦図屏風』　当館蔵

関連イベント

■特別企画
・NHK大河ドラマ「平清盛」公式ツイッター企画“盛絵”展
　（サンクリスタル高松　1階・中央図書館カウンター前／4階・歴史資料館
　展示室前ロビー）
　11月10日（土）～12月24日（月）／観覧者2,525人

■講演会（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　・「庵治町からみた源平合戦」
　　11月24日（土）午後1時30分～／講師：木村斉（元高等学校教諭・ 
　　落語家）／参加者55人

■吟詠会（サンクリスタル高松3階・視聴覚ホール）
　・「詩吟でよむ源平盛衰記」　
　　12月1日（土）午前11時～／講師：大森英風（臥風流吟詠会本部総範
　　財団少壮吟士）／参加者101人

■ワークショップ（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　・「飛び出す源平絵本を作ろう！」
　　12月16日（日）午後1時30分～／講師：四宮龍（立体造形作家）
　　／参加者13人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時30分～／展覧会担当者および歴史資料館サポーター
　／計7回／参加者延べ104人

第62回企画展 会　　期 平成24年11月10日～12月24日（39日間）

観覧者数 2,151人（うち有料観覧者数347人）

▲ ポスター

印刷物
・  ポスター（B2）

・  チラシ（A4）

・ 図録（A4横・32頁）

▲ 展示風景

▲ 「詩吟でよむ源平盛衰記」　

▲ 図録

いくさ もよう

ちかのぶ

はなぶさいっちょう

きゅうえん

だいもつ の うら

兵たちの物語
～絵画に見る源平合戦～

つわもの
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「レトロなチラシ」
2012年4月10日（火）～6月8日（金）

高松市歴史資料館
Takamatsu Histrical Museum

サンクリスタル高松４Fロビー
開館時間 9:00 ～ 17:00( 月曜休館）

高松市昭和町1-2-20(087-861-4520）

ロビー展 観覧無料

　今の宣伝広告用チラシは、江戸時代に
開店や安売りのお知らせとして配られる
ようになった引札が始まりといわれてい
ます。当初は墨書きだったものが、錦絵
など木版多色摺りの鮮やかなものが出回
り、また平賀源内など有名な戯作者が
文案（キャッチコピー）を書くようになる
など、次第に工夫をこらしたものへと変化
していきました。
　その後、新しいメディアとして新聞・
雑誌が登場し、その他にも様々な広告媒体
が出てきましたが、購買意欲をそそる
コピーや魅力ある挿絵が描かれたチラシ
は、引き続き広告の世界の中で大きな
役割を担ってきました。
　今ではその美しさや面白さからコレク
ションする人もいる引札やチラシ。今回
は歴史資料館の収蔵品から約20点を展示・
紹介します。

ひきふだ

　当館では、高松の歴史に関わる資料の収集に努める中で、讃岐出身の人物
に関係した書画や文書の収集にも重点をおいている。
　江戸時代の高松藩では、藩主松平家によって文化・教養の発展を奨励した政
策の下、武士から商人まで身分に関係なく書画を楽しみ、多くの文人画人を輩出
した。時代を経て「香川県」と称されるようになってからも、書画は多くの人に親しまれ、
作品も残されている。
　本展では、当館の新たな収集資料の中から「讃岐人の筆」というテーマで、
書画作品を中心に展示・紹介し、讃岐出身の人物による作品の数々を楽しんで
いただいた。

07

展示
3 　テーマ展 ( 収蔵品展など )

新収蔵品展　―讃岐人の筆―
収蔵品展

■ 会　　期
平成24年7月28日～9月2日（32日間）

■ 観覧者数
1,036人（うち有料観覧者数204人）

 ポスター

▲

4 　ロビー展

NHK大河ドラマ「平清盛」公式ツイッター企画と
して、全国のファンが描いた登場人物のイラスト
（盛絵）と劇中で崇徳上皇・源義経が使用した
小道具を展示。

06

04
讃岐にゆかりが深く、武士が世を治めるきっかけを
作ったともいえる崇徳上皇に関する史跡を、写真
や拓本とともに紹介。

崇徳院　
　―愛と哀しみの生涯― 10/30 ~ 12/28

05
江戸時代に、開店や安売りのお知らせとして
配られた引札やチラシを展示・紹介。

01 4/10~ 6/8

02
東北地方を中心に作られたこけしを展示・紹介。

東北のこけし

03

7/24 ~ 9/25 
四季の自然美の代表的なものとして「冬の雪」・
「秋の月」・「春の花」があり、それらを取り入れて
いる錦絵や玩具を展示・紹介。

雪・月・花

07

1/5~2/8 

レトロなチラシ

9/25 ~ 10/28
江戸時代の高松藩における、学問の場であった
講道館について紹介。

“盛絵 ”展 11/10 ~12/24

藩校　講道館 なつかしの高松　
　～昭和の町並み写真展～ 1/5~2/8

高松の昭和期の町並みを写した写真パネルを
展示・紹介。

08「野球王国高松」の殿堂　　在りし日の高松市中央球場 3/12~ 4/14
戦後香川の野球の華やかな舞台となった、高松市
中央球場の写真パネルや、野球のホームベース
等を展示・紹介。
 

 

関連イベント

■ワークショップ
・「筆あそび～好きな字をかざる～」（サンクリスタル高松3階・第1集会室）
　8月5日（日）午後1時30分～／講師：穴田豊久（高松市歴史資料館館長）
　／参加者26人

■講演会（サンクリスタル高松3階・第1集会室）

・「長町竹石と細谷林谷―讃岐が生んだ二人の文人画家―」
　8月18日（土）午後1時30分～／講師：堀純子（高松市文化財保護審議会
　委員）／参加者25人

■ミュージアムトーク（企画展示室）
　会期中の日曜午前10時～／展覧会担当者および歴史資料館サポーター
　／計6回／参加者延べ44人　

ちくせき りんこく
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　「開かれた資料館」をめざし、当館では教育普及に積極的に取り組み、資料を通して市民との対話につとめ
ている。そのひとつに、郷土の歴史をより楽しみながらよく知るために、学校教育との連携を図り、市内の
小学生を対象に行うサンクリスタル学習を実施している。また、生涯学習の場として、「夏休みこども歴史
講座」をはじめ様々な講座などを開催するとともに、博物館実習を行う学生の受け入れをし、学芸員の養成
に寄与している。

　当館 (4F) は、サンクリスタル高松の名称で呼ばれ、図書館 (1・2F) と菊池寛記念館 (3F) の複合館である。
この複合館という利点を生かし、より充実した学習内容と効果をめざすため、市内の小学生を対象とした
「サンクリスタル学習」を平成 5年度から当館が事務局となり実施している。
　展示資料を活用し、分かりやすく歴史を伝え、親しんでもらうために、また、小学生が興味を持って資料
に接することができるように、学習の際の補助的な教材として「サンクリスタルノート」を作成している。
また、展示解説の際には、校区にある遺跡や古墳などの話を織り交ぜ、興味深く歴史学習ができるように
努めている。
　サンクリスタル学習を実施するにあたり、各小学校の担当教諭を集めて説明会を開くとともに、それぞれ
学習実施前には綿密な事前打合せを行っている。また、必要に応じて各小学校の利便性を考慮し、大型バス
等の手配をしている。

1 　サンクリスタル学習

教育普及

サンクリスタル学習参加校

10 月

７月

9月

11 月

12 月

1月

２月

5月

６月

牟礼南小学校

円座小学校
鬼無小学校

仏生山小学校
古高松小学校
川添小学校
古高松南小学校

牟礼小学校
川岡小学校
木太北部小学校
木太南小学校

屋島東小学校
中央小学校
木太小学校
川島小学校

大野小学校
前田小学校
国分寺北部小学校
香西小学校
植田小学校
多肥小学校
十河小学校

川東小学校
花園小学校
高松第一小学校
檀紙小学校

亀阜小学校
安原小学校

林小学校
屋島小学校
上西小学校
鶴尾小学校
高松第一小学校
香南小学校

46名

132名
59名

75名
124名
95名
107名

50名
42名

28名

95名
90名

91名
52名
129名
106名
12名
156名
98名

84名
59名

84名
107名

67名
21名

88名

78名

33名
4名

100名

109名

153名

131名
118名

合計　34校　2823名



学習室コーナー展示
み　ん　ぐ

む

か

し

高松市歴史資料館
Takamatsu Historical Museum
高松市昭和町 1-2-20
サンクリスタル高松 4F 
Tel. 087-861-4520

　歴史資料館の学習室に、大正時代から昭和

時代中ごろまでに使われていた民具を展示

しています。

　民具の展示 PART２となる今回は、米作りに

使われていた道具に注目！昔の人がどのような

道具でどのように米を作っていたか紹介

します。

開館時間：9:00~17:00（入室は 16:30 まで）
休館日　：月曜日（休日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12 月 29 日～ 1月 3日）
入館料　：一般 200 円　大学生 150 円
　　　　　長寿手帳・身体障害者手帳等所持者と高校生以下は無料
　                            常設展・企画展もご覧いただけます　

今と昔のせい

かつをくらべ

てみよう！

みなさんぜひ、

資料館にあそび

にきてね！

お米作りは
たいへんな
んじゃよ

れきししりょうかん たいしょうじだい しょうわ

じだい みんぐ てんじ

しょうかい

PART２

とうみ

みの・かさ

いっとます

ふみぐるま

み

とうみ

み

▲ポスター

▲講座風景

▲講座風景

▲チラシ

定員：15名 ( 要予約 )対象：小学生以上 ( 幼児は保護者同伴 )
日時：1月 20 日 ( 日 ) 10：00 ～ 12：00 場所：サンクリスタル高松 3階 第 2 集会室

材料費：100 円

申込方法：歴史資料館受付または電話で申込 ( 歴史資料館 Tel.087－861-4520)
募集期間：1月 11 日 ( 金 ) ～ 1 月 19 日 ( 土 ) 9:00 ～ 17：00

紙ねんどでだるまや

うさぎなどをつくって、

好きな色を塗り、自分

だけのつまみ人形を

つくりましょう。

上段資料：宮内フサ作つまみ人形

色づけした状態紙ねんどでかたちをつくった状態

▲チラシ
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2 　学習室展示

■  主催事業

　かつて実際に使用されていた民具を、見るだけでなく
触れてもらえるように展示・紹介し、昔の人々の暮らしや
生活の知恵を、子どもたちにも楽しんでいただいた。
期間：平成24年5月22日～平成25年3月31日
　

「民具と昔のくらし　PART2」

教育普及

3 　講座

■  主催事業

　郷土高松の歴史をもっと知りたい・学びたいと思う小中学生のた
めに毎年テーマを決め、現地見学を行う講座を開催した。

夏休みこども歴史講座 工作教室

　教科書には載っていない屋島合戦の色々なエピソードを聞いたり、
当時の屋島の状況や歴史を学びながら実際に史跡を巡り、自由研究の
一助とした。
7月25日・8月8日・8月22日／講師：十河伯行（源平ボランティアガイド）
／参加者：3回延べ68人

　広告チラシや包装紙の絵柄を生かして、折紙の着物や半纏
を作る教室を開催した。
7月29日（日）午後1時30分～／講師：大石千恵子／参加者：16人

 源平合戦・屋島を訪ねる

 広告チラシで着物を折ろう

　高松の民芸品である「つまみ人形」をまねて、紙ねんどで
ダルマやうさぎ等を作って好きな色を塗り、自分だけの「つま
み人形」を作成する教室を開催した。
1月20日（日）午前10時～／講師：中山尚子／参加者：20人

 紙ねんどでつまみ人形をつくろう！

　春休み・夏休み・冬休みの期間、中学生以下の子どもを対
象に、当館展示物にちなんだ歴史クイズで歴史や資料館に
親しんでいただいた。

歴史クイズにチャレンジしよう！

 参加者：延べ347人

　実際の古文書を題材に取り上げ、講師を招いて「古文書にくらし
をさぐる」と題し、古文書に親しむ講座を開催した。
8月16日・9月20日・10月18日・11月15日・1月17日・2月21日・3月21日
／講師：三谷敏雄（元高等学校教諭）／参加者：7回延べ365人

古文書講座



教育普及

■  共催事業

講座名 期日 講師

■  讃岐村塾

参加人数

西嶋八兵衛による東香川治水工事について

清水神社甕洗神事について
古文書に親しむ
もう一つの二十四の瞳
柴野栗山とその交友関係
庵治町からみた源平合戦
「嘉永四年亥年　殿様御鷹野一件留」を読む
県外研修「高知・室戸ジオパークを巡る旅」
壺井栄と二十四の瞳の真実
源氏物語への誘い

もし水原茂・三原脩両監督がドラッガーの
『マネジメント』を読んでいたとしたら

5月 26 日

7月 22 日
8月 25 日
9月 22 日
10 月 27 日
11 月 24 日
12 月 24 日
1月 26 日
2月 23 日
3月 23 日

木下晴一（香川県埋蔵文化財センター主任文化財専門員）

田山泰三（英明高等学校教諭）
大嶋和則（高松市教育委員会教育局文化財課主査）
三谷敏雄（古文書講座講師）
立山信浩（香西・下笠居郷土史講座講師）
小川太一郎（公益財団栗山顕彰会　代表理事）
木村斉（落語家・人権教育課講師）
山本英之（歴史資料館業務係長）
ー
須波敏子（四国学院大学教授）
山下信子（元高等学校教諭）

25

40
13
28
57
50
55
25
29
40
40
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■  サポート事業
サポーター養成講座および活動
　サポーターによる展示解説のための事前研修を実施し，必要な能力を培った。

講座名 期日

活動名 期日 内容

ミュージアムトーク
展覧会場にて展示解説

■  第 61 回企画展「久保桑閑とその時代」
ミュージアムトーク 展覧会場にて展示解説

■  第 60 回企画展「高松平野の災害史
　　　―地震と水害の歴史に学ぶ防災―」

■  第 62 回企画展「兵たちの物語
　　　～絵画に見る源平合戦～」

ミュージアムトーク
展覧会場にて展示解説

■  収蔵品展「新収蔵品展―讃岐人の筆―」
ミュージアムトーク 展覧会場にて展示解説

４月例会 4 月 21 日

５月例会 5 月 6 日

６月例会 6 月 3 日

７月例会 7 月 1 日

８月例会 7 月 28 日

９月例会 9 月 2 日

10 月例会 10 月 28 日

11 月例会 11 月 10 日

12 月例会 12 月 2 日

１月例会 1 月 12 日

２月例会 2 月 3 日

３月例会 3 月 3 日

9月

7月
8月
9月

10月

11月
12月

16・23・30日

11・18・25日

29日

2・9・16・23日（午前10時30分～）

7・14・21・28日（午前10時30分～）

4月
5月
6月

22・29・30日

3日（午前10時～）

2日（午前10時～）

3・4・5・6・13・20・27日

5・12・19・26日

6月 23 日



・サポーター活動

・「匠の技☆ピカール」で石屋さん体験
・現地研修会「全国の国分寺跡を訪ねる」
・ワークショップ活動報告「竹細工で鬼おろし作り」

・菊池寛記念館「文学探訪」
・ワークショップ「紙ねんどでつまみ人形をつくろう」

・館長リレーコラム
 （讃岐国分寺跡資料館）
・館長リレーコラム
 （讃岐国分寺跡資料館）・中山城山と郷土館内庭園・中山城山と郷土館内庭園

・文字瓦と軒丸瓦の花文様・文字瓦と軒丸瓦の花文様

・石引き風景と石工さんを探せ！・石引き風景と石工さんを探せ！

・『文藝春秋』創刊号とステッキ・『文藝春秋』創刊号とステッキ

・空を翔けた御座船「飛龍丸」と前輪駆動型の自転車

▲ へんろ道にのこる丁石

あ

　私の自宅は、四国八十八箇所札所八十番國分寺と八十一番白峯寺を結ぶへんろ道「四国の道」沿いにあり、
出勤時にはほぼ毎日数人の「歩き遍路」と出会います。老若男女問わず多岐に渡り、夫婦連れや数人の
グループも見受けられますが、その殆どが一人旅です。四国遍路も終盤の地だからか、その顔は皆日焼けし、
そこはかとなく逞しさも感じます。
　彼らは何を求めて旅立ち、この旅の中で何を得て、何を失ったのか。或いはそんな事は全く無意味なのか。
様々な思い・想いが私の傍らを通り過ぎてゆきます。
　平成９年にこの地で開催された「国民文化祭」のテーマは「祈りの道と文化」でした。
　「祈りの道」の傍らに在る「讃岐国分寺跡資料館」は古の「物」を伝えるだけでなく、「想い」を伝え、未来
への光を感じることのできる資料館でありたいものです。                                （讃岐国分寺跡資料館長　宮武和弘）

たくま

各館の館長コラムをリレーでお届けします。

　毎年旧正月にあわせて行っているイベント「昔の道具でおもちつき」にご協力頂いている
中村麗子さんは地元香南地区の行事に積極的に参加をしている池西婦人会の会長さんです。
　中村さんはお餅を返す「きなどり」もお見事！「杵で手つきをして作ったお餅は、機械で
作ったのと違って断然美味しいのよ」と一所懸命にお餅をつく子どもたちを優しくサポート
してくださいました。次々と丸められたあん餅や黄な粉餅は、皆で美味しくいただきました。
郷土館でおもちつきをすることについて「大人も子どもも一緒になって、杵や臼にふれあえる機会があるのは
とても良いことだと思う。毎年続けていきたい !!」とたくましく語ってくれました。
そして「子どもたちが喜んでくれるのが、なにより嬉しい」と微笑む中村さんの周りには、お餅を美味しそう
に頬張る子どもたちの笑顔が溢れていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （伏見由希）

ー サポーター活動「おもちつき」で活躍されている中村麗子さん（池西婦人会会長）ー

表紙：香南歴史民俗郷土館の外観と由佐家伝来の薙刀・火縄銃の実演（香南歴史民俗郷土館）をもとにデザイン　編集：金崎知裕（歴史資料館）/久保清子・綾野七恵
(菊池寛記念館)/木下祐美・中川志穂美・松ヶ枝浩子（石の民俗資料館）/仁木智惠（讃岐国分寺跡資料館）/伏見由希（香南歴史民俗郷土館）  発行：高松市歴史資料館  2013.03

五館のワークショップや講座などの予定は、市内各施設で
配布している「ほっとmuseum通信」でも紹介しています。

各館で継続的に行っているワークショップや歴史講座などの
中から、ひとつずつ、簡単にご紹介します。

▲ 鬼おろし作り

▲ 豊後国分寺跡を訪ねる

菊池寛記念館「文学探訪」

　菊池寛記念館では、市民の文学への関心を高めることを目的
とし、毎年 2回、春と秋に、近隣の文学館を訪ねる「文学探訪」
を開催しています。
　参加者の方からは文学だけでなく、人生の先輩として作家
自身への関心も深められた等のご意見を多く頂き、好評です。
　参加者募集は、市報に掲載する他、
市内図書館などで募集要項を配布
します。
　ぜひお気軽にご参加ください。
　　　　　　　　　　　   （綾野七恵）

▲ 文学探訪の様子

▲ 石磨きの様子

ワークショップ「紙ねんどでつまみ人形をつくろう」

　歴史資料館では、「奉公さん」などで親しまれている郷土玩具
である「つまみ人形」を紙ねんどで作るワークショップを行い
ました。自由に色んな形を作り、それに鮮やかに色を塗るなど、
楽しみながら「つまみ人形」に親しみました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （金崎知裕）

▲ つまみ人形作りの様子

現地研修会「全国の国分寺跡を訪ねる」　

　讃岐国分寺跡資料館友の会では、年3回ほど古代の史跡などを訪ねる現地研修会を実施しています。特に全国の
国分寺跡を訪ねる研修会では、全国に遺されている国分寺跡を巡ります。普通のツアーでは行けないような場所を
巡るため、ご参加くださった皆さまから好評を得ています。平成24年度は１泊で美濃・伊賀・伊勢の国分寺跡を訪ねて
おり、平成25年度は日帰りのコースを予定しています。興味のある方はお気軽にお問い合わせください！ 　　　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　  （仁木智惠）

のこ

き     め

「匠の技☆ピカール」で石屋さん体験

　当館では、石を磨く「匠の技☆ピカール」（有料）を体験できます。牟礼・庵治町で採掘され
ている庵治石を、昔ながらの手法で肌理の荒い砥石から細かい砥石へと順番に磨いてもらう体験
です。一面約 90 分かかりますが、昔の石を磨く工程がどれだけ大変な作業だったかを体感でき
ます。磨けば磨くほどピカピカになる手間隙かかる作業なので、当日中に出来なくてもいつでも
何度でも来館いただければ再開可能です。ぜひ、お越しの際はチャレンジしてみてください。
( 受付 10:00 ～ 15:30 )　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （松ヶ枝浩子）

ひま

ワークショップ活動報告「竹細工で鬼おろし作り」

　当館で、最近口コミで人気急上昇の竹細工講座を紹介します！
　今回は「鬼おろし」という、大根おろし器作りを行いました。「竹の歯をはめ込むところが大変だったけど、完成して良かった！」
と皆さん満足されました♪　
　鬼おろしを使うと、水っぽくならず大根本来の甘みを楽しめるので、料理にも大活躍です。昨年は一輪挿しの花器作りも
行うなど、竹細工を楽しむ方が増えています。講座開講の際はぜひご参加ください！　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （伏見由希）

讃岐国分寺跡資料館　仁木 智惠讃岐国分寺跡資料館　仁木 智惠

高松市国分寺町国分2177-1
Tel.087-874-8840　
開館時間：9:00～16:30

月曜休館(休日の場合は翌日）

高松市昭和町1-2-20
(サンクリスタル高松4F)
Tel.087-861-4520　
開館時間：9:00～17:00

月曜休館(休日の場合は翌日）

高松市牟礼町牟礼1810
Tel.087-845-8484　
開館時間：9:00～17:00

月曜休館(休日の場合は翌日）

高松市香南町由佐253-1
Tel.087-879-0717　
開館時間：9:00～17:00

月曜休館(休日の場合は翌日）

高松市昭和町1-2-20
(サンクリスタル高松3F)
Tel.087-861-4502　
開館時間：9:00～17:00

月曜休館(休日の場合は翌日）▲ 「文藝春秋」創刊号
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庵治石です。ボタンを押すとロクロに引かれてゆっくりと動きます。
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精巧に作られています。中には実在する石工さんをモデルに

作られた人形もあり、おまけにイケメンぞろいです！
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『自ら西洋の風を慕ひ（中略）人の
未だ見聞せさる新説を吐く是を以て
余之を奇とし怪とし…』と評されて
おり、私はかなり変わり者だと思わ
れていたみたいです。

▲ 前輪駆動型の自転車と川崎舎竹郎

まるで 100 年前にタイムスリップ
したような風景は、一見の価値あり
ですよ。石工さんたちがどこにいる
か探しに来てください！

▲ 石工さんのお仕事風景

▲ 軒丸瓦
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『私は頼まれて物を云ふことに飽いた』
で始まる、寛の創刊の辞は有名です。

お散歩の際には隠れた植木鉢ドールも
探してみてくださいね！

　飛龍丸は、主に参勤交代の時に高松と大坂を往復するために使用された

お殿様専用の御座船です。実際の船の全高は81尺（約24.5㍍）あり、これは

サンクリスタル高松の建物とほぼ同じ高さです。

　お殿さまは高松城の水手御門から小舟で出て、沖に停泊する御座船飛龍丸
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　今から 90 年前の大正 12 年、菊池寛は雑誌『文藝春秋』を

創刊しました。定価は他誌より安い 10 銭、28 頁の薄い冊子

でした。目次も兼ねた表紙には、芥川龍之介、川端康成、
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4トンの石が動く様子はまさに圧巻です！

この模型はクレーンで吊り上げて非常口の搬入口を
通って館内に設置されました。お殿様もビックリの
空を翔けた御座船でもあります。

　自転車は明治初年から輸入され、明治 10 年頃からは

国産の自転車も作られました。当時の自転車は現在の価格

で数百万円に相当する高級なものでした。

　高松では西浜の豪商、川崎舎竹郎が自転車を作り、また

乗り回した最初の人といわれています。明治の街をどんな

風を感じて走ったのでしょうか？
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▲ 文字瓦

「ヘラ書き」とは、粘土が柔らかい内に工具などを

使い文字を書き込むことです。
文様のパターンは様々で、見比べて
みるのも面白いですよ。

香川の郷土史研究においては欠かせ
ない『全讃史』も私が作成しました。

ぜんさん し

　香南町出身の儒学者（古文辞学）中山城山は、今年（平成 25 年現在）

で生誕 250 年。多くの立派な弟子たちを育成し、久米通賢の鉄砲作り

にも協力しました。香南歴史民俗郷土館では知られざる陰の功労者・

城山先生の魅力を紹介中です。ぜひ、城山先生（陶像）に会いに来て

ください！
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▲ 中山城山陶像
▲庭園外観（左）とアオバズク・植木鉢ドール

▲ 高松藩御座船「飛龍丸」
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　館内には、馬の置物や、
競馬を見るときに使った
双眼鏡も展示しています。
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▼ステッキ

2012.
春号

通信

ほっと
museum

みゅーじあむ

信信

サンクリスタル高松

講演会「香西氏最期の城主－香西佳清の生涯－」
日時：4月28日（土）13：30～14：15
場所：香南歴史民俗郷土館 第１研修室
講師：立山 信浩氏（元高松西高等学校教諭）
対象：一般　　定員：先着25人（要申込）

＊聴講は
無料です。

教育普及

　博物館学芸員資格取得に必要な博物館実習課程履修のため、各大学から要請のあった学生を受け入れ、
博物館実習を行った。

4 　博物館実習

　8月 3日～ 8月 5日・8月 7日～ 8月 9日（6日間）　計 3人

■  maimaiko （まいまいこ）

第6号（2013 年 3月発行）

■  ほっとmuseum通信

2012 年春号

　
5 　広報活動

　館の情報を広く周知し利用促進を図るため、リーフレット・ポスター・チラシ等を高松市内外の関係施
設や観光案内所・ホテル等へ配布したほか、インターネットで各種展示・講座の案内、資料紹介、高松の
歴史や文化に関する様々な情報提供を積極的に行った。
　また、当館・菊池寛記念館・石の民俗資料館・香南歴史民俗郷土館・讃岐国分寺跡資料館の５館の展示
やイベント予定を掲載した『ほっとmuseum 通信』を年 4回、5館の取り組みや市民との活動を伝える『高
松市資料館だよりmaimaiko( まいまいこ )』を年 1回発行した。
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縦 175.5　横 44.0
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　資料整備は、資料館の最も基本的な機能で、かつ重要な役割を占めるものである。
　資料の収集・整理・保存を行うことにより、資料館にとって最大の財産である収蔵資料に厚みを増すことが
できる。これによって常設展示の展示替え、また調査研究を通して企画展示等の方法で市民に還元し、貴重な
文化財産を次世代に伝えていく使命を持つ。収集方法としては、購入・寄贈・移管・寄託等がある。

資料整備

品質

1 　収集

資料名 作者・著者名
美術工芸  絵画

歴史  絵図・地図

時代・制作年 員数 全体法量 (cm)
22件
■  購入

美術工芸  書跡

縦 187.5　横 59.7

縦 203.0　横 47.9

山水図

富士山図

蘭石図

山水図

花鳥図

山水図・七絶詩

瀬戸内海図巻

秋景山水図

東京諸名家寄合書画

一行書「天壌無窮」

七言律詩

ニ行書

双幅

長町竹石（画）
後藤漆谷（賛）

谷文晁（画）
菊池五山（詩）

長町竹石（筆）
野呂介石（書）

細川林谷

細川林谷

森良敬

藤澤黄玻

後藤漆谷

赤松椋園

藤澤東

佐々木雲屋

菊池五山
多湖貫斎
椿椿山
巻菱湖
　ほか 4名

梶原藍渠（賛）
らんきょ

丙寅 ( 文化 3年 (1806)) 1 幅

1 幅

江戸時代（19 世紀）

江戸時代（19 世紀）

江戸時代（19 世紀）

江戸時代（19 世紀）

江戸時代（19 世紀）

大正 ~昭和時代か

明治~大正時代か

江戸時代（18 ~19 世紀）

江戸末期~明治時代

江戸時代（18 世紀）

丙申（天保 7年 (1836)）

丙寅（文化 3年 (1806)）

1 幅

1幅

1幅

1幅

1幅

1幅

1幅

1幅

双幅

3幅

1巻

縦 144.5　横 66.5

縦 205.5　横 66.7

縦 195.5　横 75.0

縦 175.5　横 44.0

縦 168.5　横 43.0

縦 184.0　横 41.0

縦 122.5　横 47.4

縦 195.0　横 48.3

（右）縦 207.5　横 38.0
（左）縦 206.8　横 37.8

全長 543.0　縦 25.3

歴史  刷物類
絵葉書　披雲閣玄関

絵葉書　源平古戦場
屋島檀ノ浦　那須與一祈石

絵葉書　屋嶋寺　四天王門

絵葉書　屋嶋寺　東宮殿下
御成門

絵葉書　讃岐國牟禮栗山堂
及ビ講堂

絵葉書　讃岐五剣山勝景
牟礼塩田より五剣山を望む
絵葉書　讃岐五剣山勝景
牟礼塩田より五剣山を望む

絵葉書　( 讃岐屋島名所 )
源平古戦場　弁慶長刀の泉

絵葉書　高松公会堂

絵葉書　( 讃岐 ) 檀の浦路

1枚

1枚

1枚

縦 187.0　横 63.5 和紙絹本

洋紙

紙

洋紙

洋紙

洋紙

洋紙

洋紙

洋紙

洋紙

洋紙

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚
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■  寄贈・移管
13件

※掲載の順序は、採納手続き順による

小学初等修身入門　二・三、師範学校編輯萬國史畧　一・二、國民修身書尋常小学校教師用　巻一・三・四・五

戦前高松市内町にあったタマモホテル写真

みとり

新版改正・論語　孟子、新版改正・中庸　大學

第十回内国益品博覧会有功賞メダル

煙草盆

一升枡、一斗枡、蓑（2点）

写真

石器

写真（大正八年一月六日釜居谷ニ於テ撮影）

電気あんか、電熱器、ビール箱、Radio Electrola、足踏みミシン

徳利 7点、徳利受皿 3点、箱 1点

カマ、唐竿、ほか 1点

4点

3点

1点

10 点

1点

2点

4点

58 点

22 点

1点

4点

11 点

3点

2 　貸出・特別利用

■  貸出

分類番号 資料名 出品展覧会 会場 会期
2件

■  特別利用
75件

B.0150

B.0226

東京オリンピック
[ ポスター ]
ＥＸＰＯ’ 70 日本万国博
[ ポスター ]

T.0053 藤澤東 筆「二行書」

昭和モノ語り
―人々のくらしと岡山― 岡山県立博物館 平成24年8月3日～9月17日

関西大学大正癸丑蘭亭会
百周年記念行事

関西大学大正癸丑
蘭亭会

平成 25 年 3月 19 日～ 5月 29 日

■  寄託
1件

田村神社　古神宝 24 点

計 124 点

資料整備
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資料整備
3 　高松市収蔵品情報システム

　歴史資料館、美術館、市民文化センター、菊池寛記念館の収蔵品および文化財課所管の出土品等のデータを
一元管理し、公開可能なものについてインターネットにより広く公開する「高松市収蔵品情報システム」
（高松市ウェブミュージアム）を構築するとともに、積極的な運用を図っている。

http://www.takamatsu-webmuseum.jp/

4 　ボランティア活動

■古文書解読ボランティア　
　本館で収蔵する古文書等の資料については、平成10年度末から本格的に整理分類に着手している。しかし、
一連の作業の中核として古文書の解読にあたる職員等の絶対数が不足しており、作業の円滑な進捗が懸念され
るため、本館主催の古文書講座の受講生を中心に史料の解読をお手伝いしていただき、一定の成果をあげてい
る。24年度は書状・冊子などの資料の解読をしていただいた。
参加人数：6人

解読資料写真（一部）

御献立（W.1407）射芸秘書　全（W.1651）
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